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令和５年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和５年 10 月 17 日（火） 

 

２ 開催日時        令和５年 10月 25 日（水） 10 時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県自治会館 ４F 401 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10 名 

   出席状況        委員出席 ６名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、鈴木政幸、富井富士子、平田茂伸、斎藤達夫、阿部信裕 

新潟県農林水産部水産課 

    河村課長 

   内水面水産試験場 

    米山場長 

内水面漁場管理委員会事務局 

大西副参事、山口副参事、上村技師、夏川技師 

 

 ６ 議 題 

（１）全国内水面漁場管理委員会連合会令和６年度中央省庁への提案項目の素案について（協議） 

（２）全国内水面漁場管理委員会連合会中日本ブロック協議会内における 

      照会・協議事項等について（協議） 

（３）採捕及び漁業の許可方針について（協議） 

（４）資源管理の状況等の報告について（報告） 

（５）その他 

  

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

大西副参事 

 

 

藤田会長 

 

 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 

 

 ただいまより令和５年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。

それでは議事に入る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいで

しょうか。 
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

富井委員 

 

 

 

 

夏川技師 

 

富井委員 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

富井委員 

 

藤田会長 

 

 

［異議なし］ 

 

 それでは議事録署名人として、富井委員、阿部委員お願いします。 

 では議事に入ります。まず、（１）全国内水面漁場管理委員会連合会令和６

年度中央省庁への提案項目の素案について（協議）ですが、事務局から説明

をお願いします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

はい。簡単に申しますと、これは各都道府県の委員会から、水産庁や国交省

の国の機関に対して陳情するといった内容です。中身については、大きな変

更があったという事ではなく、国からの回答を踏まえてブラッシュアップし

た内容を示してもらっているということでよろしいですよね。 

 

はい。そのとおりです。 

 

はい。これについて何かご意見、ご質問があればよろしくお願いします。 

 

提案項目「Ⅴ放射性物質による汚染対策について」の対応策が「影響を把握

する」といったような書きぶりになっていますが、例えば、魚が死んでいる

という通報があった時に検査するといったような対応は含まれていないの

でしょうか。 

 

そこまで具体的な内容については、協議されていないかと思います。 

 

公害を事例に話しますと、（公害は）魚が変死するといった現象から始まる

ことが多いです。ですから、野外で実際に魚の変死などが見受けられた場合、

（行政機関などに）通報するといった内容が含まれていてもよいのではない

かと思います。 

 

富井委員の今のお話は、放射性物質によって魚が死ぬといったことは無いけ

れども、化学物質や環境の変化によって魚がへい死した場合、それについて

対応する項目はないのかという理解でよろしいですか。 

 

はい。 

 

それはどちらかというと環境の保全の部類に入るのではないかと思います。 
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大西副参事 

 

 

 

 

 

富井委員 

 

藤田会長 

 

 

 

 

富井委員 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

 

夏川技師 

 

藤田会長 

 

 

すみません。今ほどお話があった魚のへい死があった場合について、通常、

魚のへい死や河川の白濁等が確認された場合は、異常水質事案として必ず地

元の保健所や行政機関を通じて県に報告することになっております。既にあ

る枠組みの中で報告する仕組みがありますので、中央省庁の提案事項として

は要望として挙げていません。 

 

承知しました。ありがとうございます。 

 

今の話ですけども、水質の異常があった場合、環境対策課の指示により、出

先の地域振興局が異常水質の原因を調べています。もちろん、内水面水産試

験場で原因を調査することもありますが、あくまでも主体となって検査等を

実施するのは環境部局になります。よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

他に何かございますか。 

 

［意見なし］ 

 

これについては前にもお話ししましたが、国の機関へ対する陳情活動は全国

内水面漁場管理委員会連合会と全国場長会議の２つで要望しています。形式

的な提案項目もあるかと思いますが、国の役人も提案項目に目を通しており

ますので、今後ともよろしくお願いします。内容についてはよろしいでしょ

うか。 

 

［意見なし］ 

 

他にご意見がないようですので、議題（１）は事務局案のとおり取り扱うこ

とといたします。 

 

続いて議題（２）全国内水面漁場管理委員会連合会中日本ブロック協議会内

における 照会・協議事項等について（協議）ですが、事務局から説明をお

願いします 

 

［資料２に基づき説明］ 

  

はい。先ほどの続きのような話になります。15 府県で構成されている中日

本ブロック協議会内において照会事項等を協議した後に、全国の連合会で再

協議し、国に提案することとなります。ですから、今ほど事務局から説明が
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

あったとおり、皆様から協議事項があれば、まずは中日本ブロック協議会に

提出することになります。何かご意見、ご質問ありますでしょうか。  

 

［意見なし］ 

 

よろしいでしょうか。特にご意見がないようですので、議題（２）は事務局

案のとおり取り扱うことといたします。 

 

続いて議題（３）採捕及び漁業の許可方針について（協議）ですが、事務局

から説明をお願いします 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

はい。例年は 12 月に協議する事項ですが、今年は漁業権の更新があります

ので、今年は 10月の委員会での協議となりました。10月に協議しても問題

ないという事でよろしかったでしょうか。 

 

はい。 

 

協議事項が非常に多くなっておりますので、まずは、さけ３件の協議事項に

ついて何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

よろしいでしょうか。さけについては事務局のとおり取り扱うこととしてよ

ろしいでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

意見が無ければ、さけについてはこのとおり許可方針を定めるという事でお

願いします。 

 

続いてしじみですが、こちらは内容に変更ないということですが、何かご意

見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それではしじみについてもこのとおりお願いいたします。 
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平田委員 

 

藤田会長 

 

 

 

 

平田委員 

 

 

 

 

米山場長 

 

平田委員 

 

 

山口副参事 

 

 

平田委員 

 

山口副参事 

 

平田委員 

 

山口副参事 

 

平田委員 

 

山口副参事 

 

 

平田委員 

 

 

さくらますについても変更が無いとのことですが、ご意見ございませんでし

ょうか。 

 

一般採捕許可方針だからうちは関係ないんでしょ。 

 

そうですね。漁業権が設定されていない河川における許可方針になります。 

 

続いては、しろうおについては今年新たに許可方針を定めたという事です

が、何かご意見、ご質問ないでしょうか。 

 

ちょっとお聞きしたいです。これって佐渡だけの話なんですか。それとも、

どの河川にも当てはまることなんですか。これ、うちらの方でしらすって呼

んでいる魚と同じだと思うんです。捕る人は少なくなってきていますが、今

も捕っている人がいます。今度から許可が必要ということですか。 

 

しろうおを捕ることそのものではなく、あくまでも手段の話です。 

 

手段の話なんですか。さっきは捕っちゃだめだという話だったと思います

が。 

 

しろうおについては、四手網による許可方針になっています。平田委員の所

では、川の中に四手網を入れてしろうおを捕っているのでしょうか。 

 

カゴみたいなもので捕ってます。 

 

ドジョウの網みたいなものですか。 

 

そんな感じのやつです。そういう漁具で捕っている人はいます。 

 

それはドジョウの網なので、許可は必要ありません。 

 

分かりました。この網だけの話ね。 

 

漁業調整規則では、四手網を使用する際には許可が必要と定められているの

で、今回この許可方針を定める運びとなりました。 

 

分かりました。 
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藤田会長 

 

 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

 

斎藤委員 

 

藤田会長 

 

斎藤委員 

 

 

 

山口副参事 

 

 

 

斎藤委員 

 

藤田会長 

 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

山口副参事 

行政が規則を定めると堅苦しくなりますが、佐渡で許可がないのに四手網を

使ってしろうおを採捕していたという事例が散見されましたので、今回、許

可方針を定めたという事ですよね。 

  

 はい。 

  

本来、四手網を使うときには許可がいるという事は認識いただければと思い

ます。特段、地域で揉めごとがなく、違反操業が行われていなければよいの

かなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

うちの方ですと、いさざと呼ぶのですが同じ魚ですよね。 

 

そうですね。 

 

桑取川でも漁をしている人がいます。それも四手網ではなくて、川の端の方 

に伏せた網で遡上したしろうおを捕っています。それは違反ではないという

事なんですよね。 

 

現地で確認をしていないので断言できませんが、今のお話を聞く限りでは、

先ほど平田委員が仰ったカゴに類似するものだと思いますので、許可は不要

かと思います。 

 

そうなんですね。 

 

調整規則で使用を制限されるような漁具ではないという認識ということで

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

他に何かありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それでは、しろうおについては事務局案のとおりといたします。 

 

最後、その他の一般採捕許可方針ですが、これについては変更が無いという

事でよろしかったでしょうか。 

 

例年と同じ許可、同じ取り扱いとなっています。 
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 藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

上村技師 

 

藤田会長 

 

 

 

上村技師 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

大西副参事 

 

藤田会長 

 

はい。これについてご意見、ご質問ありませんでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

よろしいですか。他にご意見がないようですので、議題（３）は事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

続いて議題（４）資源管理の状況等の報告について（報告）ですが、事務局

から説明をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

はい。これについてはチェックシートに基づいて内水面係が評価・チェック

をしたものが、今日付けで新潟県知事から委員会に報告されるという事でよ

ろしいですか。 

 

はい。そのとおりです。 

 

報告になりますので、何か異を唱えるものではありませんが、何かご意見、

ご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

では、このとおり報告を受けたということで、よろしくお願いします。 

 

最後に（５）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

事務局では特にご用意はございません。 

 

それでは、本日予定していた議事は全て終了しましたので、以上をもちま

して閉会とさせていただきます。今日はどうもありがとうございました。 

 

 

11:30終了 


